
▲ 図1　 Cell Host Microbe 2010a
「抵抗性タンパク質」のひとつPitは、免疫反応の分子スイッチOsRac1と細胞膜上で
結合し、OsRac1を活性化し、活性化したOsRac1が細胞死や活性酸素の産生を誘導し、
イネは耐病性を獲得する。
【文献】Kawano et al., 2010 Cell Host Microbe 7⑸:362-375

◀図2  Cell Host Microbe 2010b
イネ細胞の小胞体において免疫受容体（CERK１受容体）は、
Hop/Sti1,Hsp90に結合し、成熟し、ゴルジ体、エンドソー
ムを経て細胞膜に移行し、細胞膜上で複合体を形成する。そ
の複合体は病原菌のシグナルを認識し、さまざまな免疫反応
を誘起する。Hop/Sti1を持つ（＋）イネでは病気は拡大しな
いが持たない（－）イネでは病気が拡大する。
【文献】Chen et al., 2010 Cell Host Microbe 7⑶:185-196 
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近赤外光に対応した光アンテナ搭載光電変換システムの開発

ミトコンドリアと葉緑体の増殖・遺伝に関する研究

科学技術振興機構
戦略的創造研究推進事業
（CREST）
「量子相関光子ビームナノ加工」
（2001～2006）

文部科学省
先端研究施設供用イノベー
ション創出事業
「北海道イノベーション創出
ナノ加工・計測支援ネット
ワーク」
（2007～2011）

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構生物系
特定産業技術研究支援センター
「葉緑体の増殖制御技術の開発と応用に関する
先導的研究」
（2000～2004）

⬇
（独）農業・生物系特定産業技術研究機構生物系
特定産業技術研究支援センター
「極限環境生物が継承する生存戦略のオミクス
解析に基づく耐酸性・耐高温植物の作出」
（2005～2009）

⬇

● 半導体微細加工技術を用いて作製した金のナノ光アンテナ構造によ
り、従来の太陽電池では利用することが困難であった近赤外光を電
気エネルギーに変換する光電変換システムを開発。

　 （通常のレンズを用いて光を数ナノメートルの空間に絞り込むことは
不可能だが、金のナノ光アンテナ構造によりそれを可能にし、非常
に強い光を生み出すことによって近赤外光による光電変換を実現）

● 使用している金の量は極微量で、用いた金のコストだけを考えると
非常に低コスト。

　 （金は非常に安定な金属であり長期間変質することもなく、さらに回
収してリサイクルすることも可能。）

⬇
本システムと従来の太陽電池を組み合わせることにより、太陽光の持
つ波長に対応した高い光電変換効率を有する次世代の太陽電池開発へ
の期待。従来比約４倍の効率向上が見込まれる。

● ミトコンドリアと葉緑体の分裂と遺伝の基本機構の
発見により各賞を受賞

【受賞業績】
　アメリカ植物科学会賞（バーンズ賞）（2008.6）
　日本植物学会大賞（2008.9）
　みどりの学術賞（2010.4）
　日本学士院賞（2010.6）

科学研究費補助金（科研費）

原始紅藻のゲノム解析に基づく真核生物
の成立と進化に関する研究
（特定領域研究　2001～2004）

…

色素体とミトコンドリアの分裂マシーン
の分子生理機構の解明
（基盤研究A　2007～2010）

》

》

》

a
は、、、、免疫反応の分子スイッチOsRac1と細胞膜上で
化しししししししたOsRac1が細胞死や活性酸素の産生を誘導し、

Hoooooosst Microbe 7⑸:362-375

◀図2  Cell Host Microobbbbb
イネ細胞の小胞体においいいてててて
Hop/Sti1,Hsp90に結合合合合合し
ムを経て細胞膜に移行ししししし、
の複合体は病原菌のシググググググナ
を誘起する。Hop/Sti1ををををををを持
いが持たない（－）イネネででででで
【文献】Chen et al., 201000000 

科学研究費補助金（科研費）

プローブ顕微鏡を用いた光半導体電極ナ
ノ界面における電子移動反応制御
（特定領域研究A　1999～1999）

…

金属ナノ周期構造を用いた高感度DNA
アレイチップの開発
（基盤研究B　2005～2007）

…

光－分子強結合反応場の創成
（特定領域研究　2007～2010）

▶ 光電変換の実験シス
テム（上図）と酸化
チタン単結晶基板上
に作製した金のナノ
光アンテナの電子顕
微鏡写真（下図）。

◀ 金のナノ光アンテナ
の光学特性（上図）と、
各波長の光による光
電変換効率（下図）。
下図より波長1050nm
の赤外光が電気エネ
ルギーに変換されて
いるのがわかる。

》

シゾンゲノムの完全読解による葉緑体分
裂制御が可能

シゾンの遺伝子を高等植物に導入高温酸
性金属イオン耐性の植物の作出に成功

共同研究や本研究の
成果が一般紙に掲載
され表紙となった。

2009.3 2010.8

一般の生物の細胞では、
細胞当たりミトコンド
リアや葉緑体の数が多
く、その分裂増殖の研
究が困難となる。始原
生物を探索。

高温強酸性高金属イオ
ン環境に棲息する”シゾ
ン”を鈍化し、同調培養
に成功する。細胞器官
の数は最小単位のほと
んど１個。

真核生物としてはじめ
て100％ゲノム解読に
成功等、シゾンの研究
基盤が確立する。シゾ
ンの特性を利用した二
つの課題を設定。

ミトコンドリアと葉緑体
の分裂装置（リング）の
単離と機能解析に成功。

高温酸性などに必須な遺
伝子を同定し高等植物に
導入。

ミトコンドリアや葉緑体
の分裂増殖機構を解明し、
医療、食糧問題に道を拓く。

高温、酸性、乾燥などに
耐性植物の作出に成功し、
食糧問題等に道を拓く。

➡ ➡
➡ ➡

➡ ➡
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近畿大学・生物理工学部・教授　本津　茂樹

「歯のばんそうこう」極薄シートの開発

科学技術振興機構
地域イノベーション創出
総合支援事業・シーズ発
掘試験
「歯の硬組織再生を促す
極薄アパタイトシートの
開発」
（2009）

● 歯や骨の主成分「ハイドロキシアパタイト」の超薄型シートを開発。
　 ハイドロキシアパタイトは歯の成分であり、人体への親和性が高く低侵襲で副
作用もないが、硬さともろさのために歯科治療分野へ応用することは非常に困難。

　 真空装置内でハイドロキシアパタイトのバルク体（粉末をプレスして固めたも
のでターゲットと呼ぶ）に高エネルギーの紫外線レーザーを照射することによ
り、ターゲット表面から原子や分子を飛び出させ、これらを塩（NaCl)の基板
上に堆積させて薄膜を得る。その後、塩のみを純水で溶解させ、薄膜を単離し
て厚さ0.01ミリ以下のシートとして回収。

　 このシートは、柔軟性があり、いろいろな形状に合わせて「ばんそうこう」の
ように貼り付けられる。歯質にも唾液のみで付着することを確認。

⬇
歯質の修復・保護や審美、知覚過敏症の治療、さらには小児向け予防歯科分野といっ
た様々な展開が見込める、低侵襲で治療期間の短縮化が期待でき、歯科治療材料
としての実用化に期待。

科学研究費補助金（科研費）

レーザーアブレーション法による骨
組織の薄膜化とその生体への適用
（基盤研究C　1995～1996）

…

ナノアパタイト薄膜作製技術を用い
た次世代インプラント治療
（基盤研究B　2008～2010）

》 》

（参考）競争的資金の役割と協調的な成果展開

レーザーでハイド
ロキシアパタイト
の薄膜をNaCl基
板上に成膜

NaCl基板を純水で溶
解してハイドロキシア
パタイトの薄膜をシー
トとして回収

象牙質にシートを直接貼
り付けることにより、知
覚過敏の治療が可能

エナメル質にシートを直接貼り付
けることにより、修復・保護や審
美が可能

アパタイトシート
10×10mm

３次元シート（クラウン）
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